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<J研究会報告[>

第 4 回生物物理と放射光国際会議 (BSR92)
~....XAFS 関連分野の報告

飯塚 哲太郎(理化学研究所)

第 4回生物物理と放射光国際会議 (The4th Inter-

national Coference on Biophysics and Synchrotron 

Radiation: BSR92 と略称)は平成4年 8月 30 日 -9

月 5 日の 7 日間にわたり高エネルギー物理学研究所

の主催，放射光学会などの共催で筑波第一ホテル

で行なわれた。

XAFS のフォーマルセッション(招待講演者 14

名)は 9月 1 日に行なわれ，引き続き同日夜にラン

プセッション(講演者 3 名)が 22 時まで行なわ

れ，いづれも盛会であった。これらに 9 月 2 日の

Dr. Chance によるフレナリーレクチャーを含めて

総括を試みた。

先ずフォーマルセッションの開始宣言と最初の

小セッションの司会は Hodgson ，松下両博士によ

って行なわれた。最初の講演は電総研の大柳博士

の高輝度X線源を用いた X線分光学に関する広範

囲の研究であった。現状から将来の夢に至るまで

分かり易いお話で，測定技術に質疑応答が集中し

た。次は Stern博士の講演であった。周知のように

XAFS は X線吸収スペクトルの総称で，光電子の

エネルギーが高い EXAFS領域とエネルギーが低い

XANES 領域の二つがある。 Stem 博士は EXAFS

スペクトルにはじめてフーリエ変換法を導入した

物理学者で，蛋白質結晶化にともなう構造変化の

講演に出席者一同傾聴した。 Hasnain博士は Dares­

bury研究所の大物で， XAFS を中心として結晶構

造解析やX線散乱の重要性をも指摘された多重散

乱を取り入れた精密な解析法を用いた。金属蛋白

質(特にアズリン，プラストシアニンなどの銅蛋

白質)の研究を明解に話された。このセッション

は日・米・欧の主要人物 3人にお願いしたもので

ある。

次の小セッションは George，井上両博士の司会

の下に主として光合成系に関する講演が行なわれ

た。 Klein博士は光合成反応の酸素発生系に存在す

るマンガンイオンクラスターに XAFS法を適用し

構造モデルを提案した。同博士は多くの研究者か

ら慕われており， BSR92開催期間中に行なわれた

国際光合成会議で 70才の記念ノ守一ティーが行なわ

れたと聞いている。続いて楠博士が光合成系のマ

ンガンクラスターについて， XANES と EPRの実

験結果(井上博士のグループとの共同研究)を紹

介し，これに対する詳しい理論的考察を発表し

た。 Penner一 Hahn博士は，講演では，構造生物学

における偏向 XAFS の有効性の話をした。しかし

ポスターセッションで光合成系マンガンクラス

ターのモデルを発表し，ポスター発表時間中楠博

士と激烈な議論を展開していた。この分野は Klein

博士，司会者の井上博士，講演者の楠博士や Pen­

ner-Hahn博士等の聞で、激しい競争が繰り広げられ

ているので，ここにまとめて講演をお願いした。

午後は，ヘム蛋白質を中心とした小セッション

から始まり，前回の BSR を主催したイタリーの

Dr. Bianconiが，一酸化炭素結合型ミオク辛口ビンの

光照射にともなう CO の解離・再結合反応につい

ての講演を行なった。この反応は既に次の講演者

の Dr. Powers と Dr. Chance により解析され，解離

した COがヘム鉄の近傍 (2Á前後)に存在すると



428 

報告されていた。これに対して Dr. Bianconi らの

解析では CO は 3Å以上離れているとの事であっ

た。次の Dr. Powers の講演はヘムを含む酵素の反

応機構をヘム鉄と軸配位子との距離に基づいて明

解に説明した。特に現在多くの研究者が注目して

いるチトクロム酸化酵素については，ヘム鉄近傍

に存在する銅イオンとの関係が重要であり，ヘム

鉄と銅イオンとの配置関係についての知見も紹介

された。 Dr. Hodgson はアメリカ人特有の陽気さ

と雄弁さで XAFS セッションをリードして来た

が，講演では金属イオンを含むモノオキシゲナー

ゼ，デヒド、ロゲ、ナーゼ、等の EXAFSによる解析結果

を報告した。

次の小セッションは，新しい方法論や少し異な

る観点からの解析，珍しい試料を中心にまとめて

講演して頂いた。始めに Dr. Hedmanが，鉄とモリ

ブデンを含むニトロゲナーゼ中の(金属イオンで

はなくその)配位子に着目して (S や Cl の) X線

吸収スペクトルの有効性を強調した。この吸収ス

ペクトルは 2- 3keY という低いエネルギー領域に

あるが，鉄の L吸収端はさらに低い軟X線領域に

ある。この領域の吸収スペクトル，ならびに MCD

(磁気円偏光二色性)スペクトルの解析とその有用

性については， Dr. Cramerが精力的な講演を行な

った。彼は最近カリフォルニア大学に移ったが，

そこでは uY-軟 X線領域に力を入れているよう

であった。ついで Dr. Sayers が生体内の鉄キャリ

アーであるフェリチンに関する X線吸収スペクト

ルの研究を発表した。フェリチン中に貯えられる

鉄は，フリーの鉄イオンだと考えられがちである

が，酸化物あるいは水酸化物の状態にあり，これ

はメスバウア一分光法でも確認されているとのこ

とであった。

最後の小セッションにはタングステン，銅など

の非鉄金属を含む蛋白質についての講演をお願い

した。先ず Dr. George は高度好熱菌由来のタング

ステン酵素の金属部位の構造を XAFS により解析

し，モリブデン酵素と比較した。ついで Dr.
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Mu中hyは緑膿菌由来の銅蛋白アズ、リンの銅イオン

近傍の構造を XAFS により解析し，可視一紫外吸

収スペクトル， EPRの測定結果と比較した。遺伝

子工学により活性中心の銅イオン近傍のアミノ酸

を点変換すると酸化還元電位が変化するのみなら

ず X線吸収スペクトルを始めとする分光学的性質

も対応して変化する。 Dr. Murphy の講演は生物研

究者には分かりやすい話であった。

以上がフォーマルなセッションである。終了

後，夜のランプセッションにも参加して頂くため

に，主な研究者をカフェテリアのディナーに招待

した。 XAFS ランフセッションは， (参加者一同ワ

インを飲みながら) 8 時半から大柳博士の司会で

始まった。最初に西郷博士が，長年進めてきたラ

ピッドフリージング法のヘム蛋白質還元反応への

適用について重厚な講演を行なった。ついで Dr.

Asconeが遺伝子工学で調製したミオクゃロビン(異

常ヘモグロビンに対応するもの)の EXAFS と

XANES の解析結果を報告した。 EXAFS の解析法

は既に確立しているが， XANES については決定

的な解析法が無いのが現状である。 Dr. Ascone は

以前大柳博士が提案したヘム蛋白質の解析法を用

いて，ヘム鉄のスピン状態の議論をした。 Dr.

Della Longa は Bianconi らが提唱している XANES

の多重散乱による解析法を詳しく報告した。ラン

プセッションはこの 3人であったが，ワインの効

果もあって質疑応答は正式のセッションより活発

で面白かった。夜 10時ごろにセッションをクロー

ズし長い一日も終わった。

翌日午前中， Dr. Chance による XAFS プレナ

リーセッションが飯塚の司会により行なわれた。

彼はストップドフロー法の開発，各種分光法によ

るミトコンドリアの生物物理学的解析， NMRによ

る代謝研究などで培った多くのテクニックを EX­

AFSの研究にも遺憾なく発揮している。 80才近い

にもかかわらず，多数のスライド， OHP シートを

用いて精力的に講演し，質疑応答も見事にこなし

ていた。 Dr. Chance の演題は“Sensitive and Rapid 
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Biological XAFS" であったが，篤いたことに，ポ

スタ ーセ γ ションでもミオグロビンミュータント

の研究を自身で発ぶしていた。

結後に. 今回の XAF'Sセッションの成功は筑波

地区の大柳宏之博仁(市総研)のご尽力，ならび

に組織委民会からの出席者にたいする旅n_.滞在

貨の多大のご援助などによることを付け加え，こ

こに感謝する次第です。
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平成 5 年度前期分子科学研究所UVSOR

共同研究公募
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「追記j

BSR92のセッションは Cryslallography. X-ray 

Oplics and Detector.i. Imaging. Actin Symposium. 

NeUlron Scattering, Radialion Biology. XAFS , 

Muscle. Microimaging, SOIUlioll Scattenng, Angioｭ

graphy , Fiber Diffraction. Membrancesの 13分野

であった。各分野に閃辿して 2ðil~の Special Lec~ 

lure. 9演題の PlenaryLecture b一流の研究者によ

り行なわれた。

標記の公募が 10 月下旬に開始されま

すo 締切は 4 年 12月 21 日です。詳細は

下記へ問合せて下さい。

〒 444 岡崎市明大寺町西郷中 38

岡崎国立共戸即T究機構

国際研究協力限研究協力第一係

電話 0564 -55 -7135 (ダイヤルイン)
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